
に
切
断
の
場
合
、
血
管
を
結
紮
し
て
止
血
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

お
り
、
頬
の
傷
を
今
日
の
形
成
外
科
的
な
考
え
方
で
治
す
図
が
登
場

し
て
く
る
。
扉
。
ヘ
ー
ジ
に
は
王
母
カ
ト
リ
ー
ヌ
と
シ
ャ
ル
ル
九
世
の

イ
ニ
シ
ア
ル
Ｃ
が
重
ね
文
字
に
な
っ
て
出
て
い
る
。

そ
の
後
も
パ
レ
は
晩
年
七
十
五
歳
頃
ま
で
執
筆
改
訂
に
意
欲
を
も

っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
。
一
五
九
○
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
ち
ょ
う

ど
四
○
○
年
目
の
命
日
に
ア
ン
ブ
ロ
ァ
ズ
・
パ
レ
四
○
○
年
祭
記
念

式
典
が
東
京
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。

（
慶
應
義
塾
大
学
医
史
学
研
究
室
）

林
洞
海
訳
補
『
窟
篤
児
薬
性
論
』
に
は
、
①
存
誠
斎
、
②
旭
窓
、

③
英
蘭
堂
の
三
種
の
蔵
版
主
名
を
も
つ
異
版
が
あ
る
。
そ
れ
ら
三
種

の
封
面
に
は
、
す
べ
て
「
安
政
三
丙
辰
孟
春
新
雛
」
の
記
載
が
み
ら

れ
る
の
で
、
一
般
の
図
書
目
録
に
こ
れ
ら
す
べ
て
を
安
政
三
年
（
一
八

五
六
）
版
と
し
て
い
る
の
が
多
い
。

し
か
し
奥
付
刊
記
に
「
安
政
三
丙
辰
年
正
月
刻
成
」
と
記
す
の
は

①
の
み
で
、
ま
た
柱
に
「
存
誠
斎
蔵
」
と
あ
る
の
が
②
③
で
は
削
除

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
明
ら
か
に
②
③
は
後
版
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

①
の
み
が
初
版
本
系
と
み
て
よ
い
。

こ
の
①
系
の
発
行
害
買
は
、
和
泉
屋
金
右
衛
門
（
江
戸
横
山
町
三

丁
目
）
、
山
城
屋
佐
兵
衛
（
同
日
本
橋
通
り
二
丁
目
）
、
須
原
屋
伊
八

（
同
浅
草
茅
町
二
丁
目
）
の
三
軒
で
、
②
系
に
は
嶋
村
屋
利
助
（
大

門
通
難
波
町
）
が
加
わ
り
四
軒
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
管
見
に

入
っ
た
②
系
の
住
所
は
東
京
と
な
っ
て
い
る
。

『
窟
篤
児
（
ワ
ー
ト
ル
）
薬
性
論
』
の
異
版

宗
田
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象
山
の
叙
文
の
日
付
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
二
月
で
あ

り
、
洞
海
の
題
言
の
日
付
（
翌
三
年
春
二
月
）
よ
り
早
い
の
で
、
刊

行
準
備
当
初
か
ら
象
山
の
叙
文
が
準
備
さ
れ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、

な
ぜ
①
系
に
叙
文
が
載
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ

③
系
の
英
蘭
堂
島
村
利
助
の
住
所
は
、
東
京
馬
喰
町
二
丁
目
と
あ

り
、
こ
の
住
所
は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
刊
の
『
近
世
名
医
伝
』

の
奥
付
住
所
と
同
一
で
あ
る
。
島
村
利
助
は
、
こ
の
住
所
か
ら
春
木

町
に
、
の
ち
に
転
居
す
る
の
で
、
③
系
よ
り
②
系
の
方
が
こ
の
住
所

か
ら
承
て
早
い
刊
行
と
ゑ
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
林
洞
海
自
家
蔵
版

の
初
版
本
系
①
が
蔵
版
主
を
旭
窓
に
変
え
て
再
版
本
系
②
と
な
り
、

さ
ら
に
英
藺
堂
に
三
転
し
、
こ
れ
が
最
終
蔵
版
主
と
な
っ
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
②
③
の
刊
行
年
は
不
明
で
あ
る
。
②
は
明
治

以
前
に
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
に
し
て
も
、
②
系
で

江
戸
の
住
所
を
も
つ
奥
付
の
あ
る
も
の
は
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。

る
◎

本
書
に
は
佐
久
間
象
山
の
叙
文
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
叙
文
を
も
つ
も
の
は
、
管
見
で
は
②
③
系
の
桑
で
あ

る
0

本
書
の
出
版
は
、
嘉
永
二
年
九
月
の
蘭
書
翻
訳
取
締
令
に
引
っ
掛

り
、
江
戸
医
学
館
の
許
可
が
得
ら
れ
ず
、
安
政
元
年
（
一
八
五
八
）

に
至
っ
て
、
大
槻
俊
斎
の
『
銃
創
墳
言
』
の
出
版
許
可
を
機
と
し
て

本
書
も
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

成
稿
か
ら
数
年
遅
れ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
象
山
の
叙
文
は
初
版
刊
行
時
点
で
十
分
間
に
合
っ
て
い
る
。
も
し

①
系
の
重
刷
の
と
き
載
っ
た
と
す
れ
ば
、
①
系
重
刷
本
中
で
こ
の
叙

文
を
も
つ
も
の
が
あ
る
の
か
、
②
③
の
刊
行
年
の
確
認
を
も
含
め
、

本
書
に
つ
い
て
考
察
さ
る
べ
き
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

（
京
都
府
京
都
市
）
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